
（別紙３）

〜 2026年 ２⽉ 28⽇

（対象者数） 18 （回答者数） 16

〜 2026年 ２⽉ 28⽇

（対象者数） 4 （回答者数） 4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

今後も引き続き、事業所内外問わず研修に参加して知識を深
めていく。

2

引き続き、⼦どもの⽀援⽅法について話し合い、よりよい
⽀援ができるようにしていく。

3

⼦どもたちが楽しく参加ができるような内容を考えていく。

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1

保護者も⼀緒に参加できるイベントを考えていく。

2

イベント情報を探して、交流するイベントがあれば参加し
ていきたい。

3

定期的に換気を⾏う意識を持つ。ドアを開けて換気する時に
は⼦どもの動きに注意しながら⽀援していく。

○事業所名 cocoakidsはしま 2nd

○保護者評価実施期間 2026年 2⽉ 1⽇

○保護者評価有効回答数

2026年 2⽉ 1⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 2026年 3⽉ 1⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

窓が少なく換気がしにくい。 ハード⾯での換気のしづらさはあるが、定期的に換気を⾏うこ
とへの意識が不⾜していると思われる。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

保護者同⼠が交流する機会がない点。 保護者も参加できる企画を考えているが、職員の⼈数や⼟曜⽇
利⽤が現在はないなど開催することが難しい。

地域の⼦どもと交流する機会がない点。 イベント情報を探すなどの時間が持てていない。

職員の資質の向上を図るため研修が⾏われている点。 定期的に職員の研修会があり、知識を深めている。

職員間で話し合いがしやすい雰囲気で、⼦どもの⽀援内容につ
いて意⾒交流をしている点。

午前中には、⼦どもの⽀援内容について話し合う時間が
あったり、⽀援後は反省会を⾏っている。
気になることはその都度、共有するようにしている。

活動が固定化されないように⼯夫している点。 製作やリトミックなど様々な活動を⾏っている。
活動が偏らないように気を付けている。

事業所における⾃⼰評価総括表公表


